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はじめに
この事業報告書は、指定管理者が管理・運営するようになってから、年度ごとの事業

の振り返りとして毎年作成しています。
令和5年度(2023年度)は、指定管理者として「街活性室株式会社」（以下、街

活性室）が越⾕市男⼥共同参画⽀援センター「ほっと越⾕」を管理・運営するよう
なって2年⽬となりました。
令和5年度はさまざまなことがありました。まずはLGBT理解促進法が施⾏されたこ

と、２つ⽬は性犯罪の規定が⼤きく変わり、強制性交等罪は不同意性交等罪へ、ま
た性交同意年齢が16歳に引き上げられたことです。私たちはこれらの法令を正しく理
解し、伝えていかなければなりません。また、新年早々には「令和6年能登半島地震」
が起こりました。1⽉には⼤袋地区センター・公⺠館へ出向き防災出前講座を⾏いまし
たが、防災においても男⼥共同参画の課題が⼭積みであることを痛感させられました。
これらの出来事を真摯に受け⽌め、課題を事業等に反映させていきたいと考えていま
す。
また令和５年度は街活性室が指定管理者となった初年度とは違い、新たな事業を

展開できた年となりました。こうして新たな事業にチャレンジできましたのは、関係機関の
皆様をはじめ、登録団体の皆様、市⺠企画委員の皆様のご協⼒によるものと深く感
謝申し上げます。
ここに当施設が令和5年度(2023年度)に実施した事業について詳細にご報告させ

ていただきます。ぜひご⼀読いただき、皆さまには、今後も当施設の活動にご⽀援とご
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   セミナールーム使⽤料⾦(A・B共通)

午前 午後 夜間

９時〜12時 1時〜5時 6時〜９時

1,200円 1,400円 1,200円

　  ※使⽤者が市内在住・在勤・在学でない場合、基本使⽤料の30％増となります。
◆注意事項
   以下の場合は利⽤できません。
　 ①公共の福祉を害するおそれがあるとき
　 ②営利を⽬的として使⽤するおそれがあるとき
　 ③施設等をき損するおそれがあるとき
　 ④その他「ほっと越⾕」の管理上⽀障があるとき

基本使⽤料

時間区分

1.設置⽬的

  「ほっと越⾕」は、越⾕市の男⼥共同参画を推進するための拠点施設です。「ほっと越⾕」では、だれもが性別にとらわれることなく、
⽣きる権利を尊重し合い、豊かで活⼒のある社会を実現するために、市の男⼥共同参画に関する基本計画に基づくさまざまな事業
を展開しています。

2.施設の案内

〇主な施設内容
   セミナールームA及びB、相談室、情報ライブラリーコーナー、交流コーナー、作業室

〇⾯積
　・388.71㎡
　　セミナールームA 67.15㎡ 定員45名
　　セミナールームB 62.71㎡ 定員45名

〇開所時間
 　 ⽕曜⽇〜⼟曜⽇　午前9時〜午後9時

    ⽇曜⽇        　　　午前9時〜午後5時
　　※申請書類等の受付は、⽕曜⽇〜⼟曜⽇は午後5時まで、⽇曜⽇は午後4時30分まで

〇休所⽇
   ⽉曜⽇、祝⽇、年末年始12⽉29⽇〜1⽉3⽇
　  ※⽉曜⽇が祝⽇にあたる場合は⽕曜⽇も休所

〇施設使⽤料︓セミナールームの利⽤は予約制となっています。

全⽇

3,800円

午前9時〜午後9時
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3.施設概要図(施設案内図)と各機能

※「ほっと越⾕」登録団体
　「ほっと越⾕」登録団体は、男⼥共同参画に関する活動団体をはじめ、ワーカーズ・コレクティブ、地域づくり、国際
交流、福祉、教育等の活動をとおして男⼥共同参画に関する活動をしている団体です。
「越⾕市男⼥共同参画⽀援センター団体登録要領」(平成16年2⽉24⽇市⻑決裁)に基づき、越⾕市⻑が適
当と認める団体を「登録団体」として承認しています。

団体相談

交流コーナー

セミナールーム 「ほっと越⾕」登録団体のほか、⼀般団体も利⽤することができます。

印刷機、コピー機、登録団体⽤連絡ボックスを設けています。

新聞・雑誌の閲覧ができます。フリースペースなので、さまざまな利⽤ができます。

男⼥共同参画に関する図書等の閲覧・貸出とインターネットによる情報検索ができま
す。越⾕市の情報、市内外のイベントのチラシ等も置いています。情報ライブラリーコーナー

男⼥共同参画に関わる登録団体の運営相談、団体の⽴ち上げ相談など、団体活
動に関する⽀援の相談も⾏います。

作業室
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4.指定管理者

   指定管理者︓街活性室株式会社

〇指定管理者制度と指定期間

　    越⾕市は、平成21年度4⽉に指定管理者制度を導⼊しました。
　    令和4年４⽉より、街活性室株式会社が指定管理者として管理・運営を⾏うこととなりました。⺠間団体と
    しての専⾨性やノウハウを活かし、「ほっと越⾕」登録団体をはじめとするさまざまな団体と協働し、男⼥共同参
 　 画の推進に努めてまいります。

  《指定管理者の業務内容》
　　・事業の実施(学習、情報、交流、団体相談)
　　・施設の管理・運営

〇法⼈のミッション

　    越⾕市男⼥共同参画推進条例を尊重し、男⼥共同参画社会の実現と⼥性の⾃⽴⽀援を⽬的とした活
    動を⾏い、またダイバーシティ推進をめざします。すべての⼈々が平等で平和な⽣活を送ることができる、⼈間
    尊重を基本とした社会の形成に貢献することをめざしています。

〇「ほっと越⾕」としてめざすこと

　    市⺠参画型の多様な事業・仕掛けを⾏い、越⾕市⺠と協働でダイバーシティの推進ができるよう運営します。
　    越⾕市が積み上げた男⼥共同参画の推進の成果を継承するとともに、市⺠とのネットワークを広げ、「ほっと
    越⾕」が男⼥共同参画社会の拠点として地域に根ざした、より⾝近な施設にすることをめざします。

〇職員体制　※令和6年(2024年)3⽉31⽇現在
　
   　所⻑　1⼈、　　職員　8⼈、　　合計　9⼈
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5.組織と運営

6.愛称とシンボルマーク
　「ほっと越⾕」という愛称は、開設時の市⺠の施設名公募により名付けられました。
　「ほっと越⾕」という⾔葉には最新のホットな情報を発信する場所、市⺠の集う親しみやすい場所、ほっとできる場
所になってほしいという思いが込められています。

　市⺠による提案をモチーフに、デザイナーがアレンジして、
「越⾕市男⼥共⽣のまちづくり市⺠会議」の検討を経て、
決まりました。

男
ひと

と⼥
ひと

との架け橋、男
ひと

と⼥
ひと

のささえあいという意味が込められています。
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事業の総括

1. 学習事業

2. 情報事業

3. 交流事業

　　Ⅱ　事業報告



事業の総括

「ほっと越⾕」では、職場・家庭・地域などのあらゆる場⾯で、男⼥共同参画
に関する課題について、⼀⼈ひとりが⾝近な問題として考えられるような事業を
実施しています。また、課題解決につながる⽀援をめざした施設運営を⾏ってい
ます。
令和５年度は男⼥共同参画を継続的に学ぶことを⽬的に、ほっカレ（ほっと

越⾕ダイバーシティカレッジ）を開校することができました。年間を通して実施さ
れる事業を前期・中期・後期のリーフレットにまとめ、登録⽣徒には講座受講ご
とに単位（スタンプ）を付与し、取得数に応じて景品をプレゼントしています。
また、⼩・中学⽣の夏休み期間中に児童を対象としたイベントとして「ほっカレ
夏のこどもウィーク」を開催したり、情報事業ではTikTokを活⽤した事業を⾏い
ました。
令和４年度は、利⽤者や登録団体の⽅のご意⾒に⽿を傾けることを重要視

した地盤固めの年でしたが、令和5年度は、幅広い年代に向けた、新たな事業
にチャレンジできた年となりました。
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事業名 1)男⼥共同参画推進のための講座

⽇時 14:00〜15:30

講師

事業名 2)男⼥共同参画情報を選択・判断する⼒を育成する事業

⽇時 14:00〜15:30
講師 吉良智⼦さん(⽇本⼥⼦⼤学学術研究員)

画像

タイトル アニメの主⼈公たちは何と闘っているのか︖
〜アニメの世界からジェンダーを考えてみよう〜【オンライン】

⽬的
　よく知られているアニメの世界やそのヒーロー・ヒロインの描かれ⽅などを
題材に学ぶことで、⾝近にかつ分かりやすく「男⼥共同参画」を知り理
解を深める⼿がかりを提供する。

令和5年11⽉5⽇(⽇)
須川亜紀⼦さん
（横浜国⽴⼤学⼤学院 都市イノベーション研究院教授/
⽇本アニメーション学会会⻑）

参加⼈数 募集35名 ⼥19名、男5名、計24名
（内会場視聴:⼥1名、男1名） 参加率︓69%   満⾜度︓89%

参加者
感想

・黎明期から遡って、ヒーローの系譜とジェンダーの切り⼝が⼤変興味深かったです。先⽣の知識も豊
富で論旨に⾮常に納得感がありました。
・今までジェンダーの視点でアニメを⾒た事がなかったので、先⽣のお話はとても新鮮でした。今は特に
アニメを⾒る事はないですが、⼩さい頃に⾒た作品の影響(今より男⼥がクッキリと区別されているとこ
ろなど)は確かに記憶に刷り込まれている気がしました。

画像

タイトル ⾝近な広告にひそむメッセージを読み取ろう
〜あなたの価値観、刷り込まれてない︖〜

⽬的
　メディアが起こす炎上CMのメカニズムを知ることで、ジェンダーに対する
意識を⾼め、また⾃分の中にあるアンコンシャス・バイアスに気づく機会を
提供する。

令和5年10⽉8⽇(⽇)

参加⼈数 募集20名 ⼥15名、男10名、計25名
（内アーカイブ視聴:⼥4名、男2名） 参加率︓125%   満⾜度︓70%

参加者
感想

・表現物に対してあまり考えていなかったけれど、⽬に触れるものから影響されて⾃分の社会や物事に
対する考え⽅が変化していることに気づきました。
・CMが主体でのお話でしたが、SNS・ICTなどの場⾯での「炎上」も多々あり、そういう部分にも通じ
るものがあると感じました。無意識・無関⼼が性差に関してことを⼤きくしているとも感じました。
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事業名 3)男⼥共同参画推進のための出前講座①

第1回⽇時

講師 ⼤浦こはるさん　(いっぽいっぽのえほん)

参加⼈数 募集10組　　参加5組 参加率︓50%

第2回⽇時

講師 ⼤浦こはるさん　(いっぽいっぽのえほん)

参加⼈数 募集10組　　参加14組 参加率︓140%

第3回⽇時

講師 ⼤浦こはるさん　(いっぽいっぽのえほん)

参加⼈数 募集10組　　参加9組

プログラム

参加者
感想

・講師の⽅の声が優しい声で聞きやすく、⼦どもだけでなく⾃分も楽しめた。
・親⼦で触れ合う時間がとれてよかった。
・⼤型絵本は特別感がありよかった。おすすめの本などもあればききたい。

令和5年9⽉15⽇(⾦) 10:30〜11:00

参加率︓90%

画像
・ほっと越⾕の施設紹介及び男⼥共同参画にまつわる絵本紹介
【えほん読み聞かせ】
①「だるまさんの　(⼤型)　」かがくいひろし/作
②「きんぎょがにげた（⼤型）」五味太郎/作
③「ねえねあのね（普通サイズ）」しもかわらゆみ/作
④「性のえほん0（拡⼤コピー）」たきれい/作
※⼿遊び・わらべ歌あり

プログラム

参加者
感想

・講師の声が素敵で聞きやすかった。
・⽣後５ケ⽉の⺟で初めて参加しました。⾃⾝で⼤型絵本の読み聞かせは出来ないので貴重な体
験だった。また参加したい。

令和5年7⽉21⽇(⾦) 10:30〜11:00

・ほっと越⾕の施設紹介及び男⼥共同参画にまつわる絵本紹介
【えほん読み聞かせ】
①「ガンピーさんのふなあそび　(⼤型)　」ジョン・バーニンガム/作
②「あついあつい（普通サイズ）」垂⽯眞⼦/作　他絵本2冊
※⼿遊び・わらべ歌あり

画像

参加者
感想

・講師の声にいつもいやされます。
・娘も楽しんでいた。⼀緒に「もー」と⾔っていて笑ってしまった。少しイライラすることがあったがリフレッ
シュ出来た。

タイトル ままマルシェdeえほん(⼤型)読み聞かせ
〜越⾕⾹取神社「神社deままマルシェ」にて〜４⽉・７⽉・９⽉開催

⽬的
・図書館の協⼒を得ながら⼤型絵本と「ほっと越⾕」所蔵本から選書し、読み聞かせをとおして親⼦
でリラックスした時間をもってもらう。
・若い世代に「ほっと越⾕」の認知を図る。

プログラム

令和5年4⽉25⽇(⽕) 10:30〜11:00

画像・ほっと越⾕の施設紹介及び講座等紹介
【えほん読み聞かせ】
①「おおきなかぶ（⼤型）」トルストイ/再話
②「きょだいなきょだいな（⼤型）」⻑⾕川摂⼦/作
③「かぁかぁもうもう（普通サイズ）」丹治匠/作
※⼿遊びあり
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事業名

⽇時 10:30〜11:45

事業名

⽇時 10:00〜11:30

3)男⼥共同参画推進のための出前講座②

ミルキーママスクール「ジブンらしさ」をうばわない⼦育て
【主催】越⾕市⽴児童館ヒマワリ

⽬的

・ジェンダーや性の多様性について学んでもらい、多様性
の時代の⼦育てについて考えてもらう機会を提供する。
・「ほっと越⾕」を知らない受講者に施設の考え⽅を
知ってもらう。
令和5年12⽉5⽇(⽕)

講師 ⼤貫詩織（シオリーヌ）さん（助産師/性教育YouTuber）

参加⼈数 募集12組 参加12組(⼥15名、男11名、計26名) 参加率︓100%   満⾜度︓100%

参加者
感想

・性差別について基本を知ることができてとてもよかったです。
・⼦どもを育てる上で意識したいこと、夫や家族にも知ってもらいたいことがたくさんありました。いつかは
考えねばと思っていましたが、今から⾃分にできることがあるんだと知ることができてよかったです。
・⼦どものことは⼦ども⾃⾝で決めるを⼤切にしていこうと思いました。

タイトル パパの育児「こんなはずじゃなかった」
【主催】越⾕市⽴児童館コスモス

⽬的 ・⽗親の育児参画を促すことで、⼦育ての楽しさや⼤変さを共有し、参
加者同⼠のコミュニケーションを図る。

参加者
感想

・越⾕でも男性主体で育児を考えている⽅がいらっしゃることがわかって、うれしかったです。
・⾃分以外の家庭での様⼦や、おちいりがちな注意点を知れて、ためになりました。
・ファミサポなど⾔葉は知っていても、どんな制度なのか知らないことも知れてよかったです。他の⼦育て
世帯の⼈と話すことがあまりないので参考になりました。

3)男⼥共同参画推進のための出前講座③

講師 ミトスさん・となりーさん（共にパパ育コミュ副代表）

参加⼈数 募集15組 参加10組
（⼥10名、男4名、計14名） 参加率︓67%

令和5年12⽉9⽇(⼟)
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事業名

⽇時 10:00〜12:00

事業名

⽇時

講師 浅野幸⼦さん（減災と男⼥共同参画研修推進センター共同代表/早稲⽥⼤学地域社会と危機
管理研究所招聘研究員）

3)男⼥共同参画推進のための出前講座④

4)性の多様性の理解促進に関する講座

画像
タイトル 性の多様性について考えよう

〜上映会＆ミニトーク〜

タイトル 防災講座〜地域防災⼒を⾼めるために〜
【主催】⼤袋地区コミュニティ推進協議会

⽬的

・性別や⽴場によって異なる避難⽣活の困難や課題に
ついて知ってもらう。
・平常時から地域コミュニティが連携し災害に備えることの
必要性を感じてもらう。
令和6年1⽉27⽇(⼟)

講師 トークゲスト ︓⻄⼭ももこさん（作品のプロデューサー・インタビュアー、インティマシー・コーディネーター）
　　　　　　　  ︓和⽥萌さん（映画監督）

参加⼈数 募集60名 ⼥17名、男39名、計56名 参加率︓93%   満⾜度︓96%

参加者
感想

・現実的な話でとてもよかったです。男⼥共同参画と防災という⽂字から関連を不思議に思いました
が所⻑の説明からも両⽅の視点が必要で過去の災害から対策を練ってきたことがわかりました。
・この機会に⾃宅の防災について「再度考えてみたい」という気持ちになりました。安全と危険のとなり
合わせについて改めて天災の恐ろしさを気づかせていただきました。

⽬的
・上映作品を通して、多様な性についての情報を提供する。
・性的少数者に対する理解を促し、共⽣社会の重要性を伝える。
・性的少数者に対しての理解者を増やす場とする。

令和5年12⽉9⽇(⼟) 14:00〜16:30

参加⼈数 募集30名 ⼥24名、男6名、計30名 参加率︓100%   満⾜度︓95%

参加者
感想

・⼤変興味深く、ドキュメンタリーを拝⾒。⾒ごたえがありました。最近、性の多様性について考えさせ
られる機会がよくあって、正直、知るほどに難しい、わからない…このフィルムを⾒て、ふと思ったこと。そ
うだ、みんな普通の⼈間として接していればいいのだと、難しく考えることはないのかもと。
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事業名

⽇時

事業名

参加⼈数

参加⼈数

5)家庭における固定的な役割分担意識の解消に関する講座

画像

タイトル モヤっとする「ずるい⾔葉」に振り回されないために

⽬的

・「ずるい⾔葉」が⽣まれる環境から、パワーバランスについて伝える。
・「ずるい⾔葉」に隠れた家庭内における固定的役割分担意識解消の
ための啓発を図る。
・ワークを通して、「ずるい⾔葉」を⾔われたとき、⾔ってしまったと気が付
いたときの対処法のヒントを提供する。

参加者
感想

・モヤモヤしている事柄について、先⽣の説明で明確に理解する事ができた。
・私もマイクロアグレッションについて考えているので⼤変参考になりました。
・⾔葉は難しいと思いました。その⾔葉の中には隠れている意味が多くあるということ。それによってジェ
ンダーレス、差別につながっているものが多々あること。選んで話すこと…⼤切ですよね。

令和5年12⽉16⽇(⼟) 10:00〜11:30

講師 森⼭⾄貴さん（早稲⽥⼤学⽂学学術院准教授）

参加⼈数 募集30名 ⼥32名、男5名、計37名
（内アーカイブ視聴:⼥23名、男4名） 参加率︓123%   満⾜度︓87%

6)審議会等における⼥性の登⽤推進のための講座

画像

タイトル 地域を変えるのは、あなたの「⼩さな⼀歩」から

⽬的

・⾝近な政治学を学ぶことで、「⾃分のことは⾃分で決めることができる」
「解決は⾃分たちでできる」という実感持ってもらう。
・審議会への興味と理解を深めることはもとより、⼤⼈たちがこれからを
⽣きていくための柔軟な⼒と気づきを感じてもらう。

【1回⽬】
⽇時・講師

令和6年1⽉20⽇(⼟) 14:00〜15:30
岡⽥憲治さん（専修⼤学法学部教授/政治学者)
テーマ︓政治は"トクベツ"じゃない︕〜あなたの「政治学」はもう始まっている〜
募集20名 ⼥14名、男5名、計19名 参加率︓95%   満⾜度︓78%

参加者
感想

・違う切り⼝から⼊った政治学、楽しかったです。⽬からウロコでした。
・講師の話は肩の⼒を抜いて聞くことができました。

【2回⽬】
⽇時

令和6年1⽉29⽇(⽉) 13:30〜15:30
テーマ︓審議会の傍聴にチャレンジ︕(傍聴会議名︓令和5年度第2回越⾕市環境審議会)
募集5名 ⼥2名、男3名、計5名 参加率︓100%

−10−



事業名 7)⼥性の起業⽀援に関する講座

10:00〜13:00
市場真理⼦さん（会社の現場監督合同会社代表）

参加⼈数

10:00〜13:00
市場真理⼦さん（会社の現場監督合同会社代表）

参加⼈数

10:00〜13:00

参加⼈数

10:00〜13:00
中川正晴さん（越⾕商⼯会議所職員）

参加⼈数

※その他写真

令和5年9⽉20⽇(⽔)

令和5年10⽉4⽇(⽔)

令和5年10⽉11⽇(⽔)

令和5年10⽉18⽇(⽔)

・聞くだけの講座ではなかったので、⼦どもをみながらできるかどうかプレッシャーでしたが、とても楽しく、
また⾃分のこととして考えられた。
・書く事でやりたい事、好きな事の再認識ができ、ディスカッションする事で再認識できた。
・講師の⽅が明るく楽しく参加できました。
・無料でいいのですか︖という内容でした。あっという間の3時間でした。
・内容も満⾜ですし、参加されてる⽅もすてきな⼈ばかりでとても楽しい時間でした。
・確定申告の話は全く素⼈で0からのスタートなので、導⼊としてとても勉強になりました。また、みなさ
んのプレゼンに刺激を受け、とてもわくわくしました。
・もう⼀歩具体的に考えることができ、⾊々な考え⽅も聞けたので、勉強になりました。

画像

令和5年度私の好きなことで仕事を創る

・⾃⾝に潜在するやりたいことを⾒つけ、それらの趣味や得意なことを活
かして⼥性の働き⽅の選択肢として起業する可能性を考えてもらう。
・事業化に向けて必要な資⾦や貸店舗の紹介など実践的な経営の知
識を提供する。

【4回⽬】
⽇時・講師

【1回⽬】
⽇時・講師

【２回⽬】
⽇時・講師

募集20名(⼥性限定)

参加者
感想

タイトル

【3回⽬】
⽇時・講師

⽬的

⼥18名、計18名
(内WEB参加8名) 参加率︓90%   満⾜度︓95%

募集20名(⼥性限定) ⼥19名、計19名
(内WEB参加7名) 参加率︓95%   満⾜度︓94%

参加率︓80%   満⾜度︓100%

井橋潤さん（株式会社まちづくり越⾕代表）、増⽥具⼦さん（有限会社アンサンブルアスク代表
取締役）、越⾕市経済振興課職員
募集20名(⼥性限定) ⼥19名、計19名

(内WEB参加8名) 参加率︓95%   満⾜度︓88%

⼥17名、計16名
(内WEB参加5名)募集20名(⼥性限定)
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事業名 8)就労に関する法制度や職場におけるハラスメントに関する講座

⽇時 14:00〜16:00

画像

タイトル これだけは知っておきたい︕
パートタイム・有期雇⽤労働法とハラスメント【共催】埼⽟労働局

⽬的

・求⼈票の労働条件の⾒⽅を理解してもらう。
・パートタイム・有期雇⽤で働く際に役⽴つ労働法の普及・啓発を図る。
・職場におけるハラスメントに関する情報を提供する。
・相談事例の紹介やグループワークで参加者同⼠が悩みや情報を共有する。

令和5年10⽉26⽇(⽊)

講師 越⾕公共職業安定所職員（越⾕ハローワーク統括職業指導官）
埼⽟労働局雇⽤環境・均等部職員

参加⼈数 募集20名 ⼥9名、男3名、計12名 参加率︓60%   満⾜度︓91%

参加者
感想

・わかりやすい⾔葉で説明してもらえた。グループトークの時、各テーブルに専⾨の⼈がついて下さりとて
も参考になった。
・次の仕事を決める際、確認しておく必要のある項⽬等が分かった。⾔われるがままではなく、⾃分で
も調べたり気付けるようにしなければならないと分かった。
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事業名 9)事業者を対象とした男⼥共同参画に関する事業（パネル展⽰）

開催場所
⽇時 令和5年10⽉28⽇(⼟)〜29⽇(⽇)

タイトル 越⾕市ジェンダー統計パネル展⽰

・越⾕市の男⼥共同参画の推進状況や、地域の課題について考えてもらうきっかけとする
・雇⽤における男⼥格差について情報提供を⾏う
・「ほっと越⾕」を知らない事業者の認知度を上げる

⽬的

越⾕市⽴総合体育館（こしがや産業フェスタ2023内）
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事業名 10)男性の男⼥共同参画推進のための事業

⽇時 14:00〜15:30
講師 前⽥晃平さん（こども家庭庁成育局安全対策課専⾨官）

事業名 11)育児・介護等と仕事の両⽴⽀援のための事業

⽇時 10:00〜12:00
講師 室津瞳さん（NPO法⼈こだまの集い代表理事）

参加者
感想

・それぞれの悩みを共有したり、先⽣から直接アドバイスもあり、実践的で勇気付けられる講座だっ
た。
・先⽣の⼈柄がよく介護真っ只中で、改めて気付かされることが多くありました。

令和5年6⽉22⽇(⽊)

参加⼈数 参加率︓80%   満⾜度︓100%

画像
・ダブルケアについて学んでもらう。
・育児や介護における、タスクの優先順位の付け⽅や、使える⾏政サー
ビスを学んでもらい仕事との両⽴に役⽴ててもらう。
・いままで「ほっと越⾕」を知らなかった育児・介護世代を取り込む。

タイトル 育児と介護が重なる「ダブルケア」あなたはどう乗り切る︕︖

⽬的

募集15名 ⼥10名、男2名、計12名
（内アーカイブ視聴:⼥7名）

画像

タイトル

⽬的

令和5年5⽉14⽇(⽇)

・講師の実体験の話が多く、参考になる部分が多かった。また、全体的に話が⾯⽩かった。
・法はくつがえせないけれど、草の根で培った総意はくつがえせないの⾔葉がよかった。
・講師の育休取得の経験と⽴法に従事する⽴場として、両視点の考え⽅を聞けてよかった。

参加者
感想

参加⼈数 募集20名 ⼥9名、男7名、計16名
（内アーカイブ視聴:⼥7名、男2名） 参加率︓80%   満⾜度︓88%

今こそとろう︕「男性の産休」
ーー勝利の鍵はパパの⼿に︕
・家事・育児におけるジェンダーギャップを学び考えてもらう。
・男性の育休取得⽅法や取得のメリットを学んでもらう。
・今まで「ほっと越⾕」を知らなかった男性参加者や⼦育て世代を取り
込む。
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事業名 12)育児期の⼥性の就労継続を⽀援する講座 画像

森林育代さん（株式会社シーズプレイス代表取締役）

ファシリテーター︓NPO法⼈⼦育てサポーター・チャオ

事業名 13)防災活動における男⼥共同参画の啓発

⽇時 10:00〜12:00

参加⼈数 募集10名（⼥性限定） 6名 参加率︓60%   満⾜度︓100%

参加者
感想

・久しぶりに⼤⼈とお話しができて楽しかった。⾃分と向き合う時間がこれほど⼤事なものとは思わな
かった。
・今の⾃分の悩みに合っていて、⾃分のやりたいことを探すきっかけになりました。探し⽅もわからないの
で、コアバリューもためになってよかった。

参加⼈数 募集10名（⼥性限定） 15名
（内アーカイブ視聴:5名) 参加率︓150%   満⾜度︓100%

【2回⽬】
⽇時・講師

令和5年6⽉21⽇(⽔) 10:00〜12:00

タイトル 私、いつかは働きたい。
働くことについて、⼀緒に考える講座

⽬的

・受講者が⾃分の望む働き⽅を考える。
・望む働き⽅に合わせた⼦どもの預け先を検討するための情報提供を
⾏う。
・受講者同⼠の交流を促す。
・「ほっと越⾕」とを知らなかった参加者を取り込む。

【1回⽬】
⽇時・講師

令和5年6⽉7⽇(⽔) 10:00〜12:00

参加者
感想

・乳幼児・重い病⼈（⽗）がいるので、どんな準備をするかイメージが出来た。
・専⾨家⽬線でなく市⺠⽬線での内容がよかった。
・⾝近な⽔害の話をディスカッション出来て良かった。
・防災（避難）について考えることが出来た。

講師 今井裕⼦さん（特定⾮営利活動法⼈ 復興イメージトレーニング協会)

画像

参加⼈数 募集20名 ⼥19名、男12名、計31名
（内アーカイブ視聴:⼥11名、男6名） 参加率︓155%   満⾜度︓93%

タイトル わたしたちの防災　「⽔害編」

令和5年6⽉11⽇(⽇)

・⽔害の基本的な知識を提供する。
・ハザードマップの⾒⽅や越⾕の地理的特徴を押さえたマイタイムライン
の作成⽅法を学ぶ。
・⾼齢者や障がい者、⼦ども等に配慮した避難のタイミングについて考え
る。

⽬的
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事業名 14)困難を抱える⼥性を⽀援するための事業

 海原由佳さん（カウンセラー/公認⼼理師）⼩野由理さん(ファシリテーター）

参加⼈数

 海原由佳さん（カウンセラー/公認⼼理師）⼩野由理さん(ファシリテーター）
参加⼈数

事業名

10:00〜12:00 (1回⽬)

(2回⽬)

(1回⽬)

(2回⽬)

参加者
感想

・デリケートなことで触れることがなかったけど、⽉経の悩みはわたしだけじゃないんだと思えました。
・⽉経について学ぶことがないので、勉強出来てよかった。改めて⽣活の中で⼯夫できるところを考えて
みようと思った。
・⼥性として⽣きているってことを実感する時間でした。

⽇時
令和6年1⽉27⽇(⼟) 10:00〜12:00

参加⼥8名、計8名 参加率︓53%   満⾜度︓88%

参加⼥13名、計13名 参加率︓87%   満⾜度︓100%

15)性と⽣殖に関する健康と権利についての講座

講師 ⻲下菜菜さん（株式会社メディセオウィメンズコーディネーター）
宮嶋⾹織さん（⽉経⾎コントロールヨガインストラクター）

参加⼈数 募集15名

タイトル
⽉経と仲良くお付き合いしてますか︖
〜⽉経の知識とヨガでパフォーマンス低下を防ごう〜
【共催】埼⽟県東部地域振興センター

⽬的

　⼥性の活躍が必要とされる背景、⼥性特有の健康課題（⽉経）に
ついてメカニズムや対処法などの情報を提供する。その課題の重要性や
対処⽅法について学ぶことで市⺠のヘルスリテラシー向上を図り、⼥性
が安⼼して活躍できる社会実現を⽬指す。
令和5年12⽉13⽇(⽔)

参加者
感想

・今の⾃分の姿を外から⾒ているきもちになれました。次回も楽しみにしています。
・⾃分と向き合うよい機会になりました。物づくりに集中してリフレッシュできました。
・１つのことに集中できる時間がなかなか取れず、頭をフル回転させることができました。

募集15名(⼥性限定) ⼥12名、計12名 参加率︓80%   満⾜度︓100%

【1回⽬】
⽇時・講師

令和6年1⽉28⽇(⽇) 13:00〜15:00

募集15名(⼥性限定) ⼥11名、計11名 参加率︓73%   満⾜度︓100%

参加者
感想

・⾃分の気持ちに気付けました。
・充実した時間（アート）で楽しくHAPPYになりました。
・絵本の読み聞かせでゆっくり聞くという時間も新鮮でした。

【２回⽬】
⽇時・講師

令和6年2⽉4⽇(⽇) 13:00〜15:00

画像

タイトル 毎⽇いろいろがんばりすぎてませんか︖
わたしが"わたし"らしくあるための　こころとからだのケア

⽬的

・⼥性が⽇々ストレスフルな⽣活を送っていることに着⽬し、絵本の読み
聞かせやアート（ものづくり）を通じてゆったりとした気持ちになり、頭や
⼼をほぐし、⾃⼰効⼒感を⾼め、⼼と体の健康を取り戻してもらう。
・参加者が講師や他の参加者の存在を感じ、ゆるやかに繋がることで、
他者との関係性回復のきっかけを提供する。
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事業名 16)DV防⽌啓発講座 画像

⽇時 14:00〜16:00

参加⼈数 募集30名 ⼥19名、男5名、計24名 参加率︓80%   満⾜度︓61%

参加者
感想

・動画を使ったりして視覚的に学べてよかったです。性的同意も⾯⽩かった。
・とてもわかりやすい説明でした。
・暴⼒の⽊の話で、ジャニーズの性加害の話を思い出しました。⼤きな問題ですが、⼩さな個⼈⼀⼈
⼀⼈の意識も⼤切と感じました。

講師 後藤暢⼦さん、河⻄ひとみさん
（NPO法⼈⼥性ネットSaya-Saya 暴⼒防⽌ユースプログラム「チェンジ」メンバー）

タイトル
デートDV防⽌講座〜もしかして、これってデートDV︕︖〜
【共催】⼈権・男⼥共同参画推進課
　　　　越⾕市⼥性・DV相談⽀援センター

⽬的

・暴⼒防⽌ユースプログラム「チェンジ」を通して、受講者が⾃分や⼤切
な⼈を守るために何が必要か、⼀緒に考える場を提供する。
・越⾕市⼥性・DV相談⽀援センター（配偶者暴⼒相談⽀援セン
ター）の⼥性相談・DV相談窓⼝を市⺠に周知する。
令和5年11⽉11⽇(⼟)
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事業名 17)⽀援センター登録団体等との協働による事業
タイトル 「ほっと越⾕」市⺠協働事業

令和5年8⽉12⽇(⼟) 10:30〜12:15 ※担当者企画会議(⼥2名)

令和5年10⽉8⽇(⽇) 10:15〜10:40 ※担当者企画会議(⼥1名)

講座⽇時 13:30〜15:00
講師

参加⼈数 募集50名 ⼥32名、男5名、計37名 参加率︓74%   満⾜度︓88%

⽬的
　市⺠協働事業は、「ほっと越⾕」登録団体や市⺠団体との協働により、男⼥共同参画に関する講
座の企画・運営を⾏う事業である。市⺠団体と「ほっと越⾕」が協働で実施することにより、団体の活
動を⽀援するとともに、越⾕市の男⼥共同参画を推進する。

スケジュール

　令和5年度、審査会による書類選考とプレゼンテーションにより、３事業が決定しました。主催団体
には、「ほっと越⾕」から講座企画・運営費として助成⾦を付与するとともに、会場の提供、広報等の
⽀援を⾏いました。
◇受付期間　令和5年6⽉2⽇(⾦)〜7⽉7⽇(⾦)　◇書類審査　令和5年7⽉20⽇(⽊)
◇プレゼンテーション　令和5年8⽉2⽇(⽔)13:30〜　◇決定通知　令和5年8⽉10⽇(⽊)
◆市⺠公募型　交流会 令和5年11⽉28⽇(⽕)

参加者
感想

・興味のある内容について詳しく聞くことができた。
・具体的な活動内容を知ることができ、有意義な講座だった。ありがとうございました。
・最近はいろいろ⽿にしたり、マスコミでも取り上げられていましたので、越⾕の地域活動がよく理解で
きました。

打合せ等
の⽇時

採択事業①

タイトル 地域で⾒守る私たちのこども⽀援〜越⾕のこども⽀援の現場から〜
【主催】医療⽣協さいたま　越⾕⽀部

⽬的

令和5年10⽉21⽇(⼟)

画像

・越⾕のこども⽀援の現状を知ってもらう場の提供をする。
・課題を抱えるこども達とつながるために⾏っている活動の紹介をする。
・こどもを⾒守り⽀えることの⼤切さを伝え、地域全体で何が出来るのか
を考えてもらう場とする。

草場澄江さん(埼⽟フードパントリーネットワーク代表)
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打合せ等
の⽇時 令和5年8⽉8⽇(⽕) 9:30〜10:40 ※担当者企画会議(⼥1名)

13:30〜15:00
シカゴリラさん（パパ育コミュ代表）

参加⼈数 募集30名 ⼥6名、男3名、計9名 参加率︓30%   満⾜度︓100%
13:30〜15:00

ミトスさん、となりーさん（共にパパ育コミュ副代表）
参加⼈数 募集30名 ⼥6名、男5名、計11名 参加率︓37%   満⾜度︓100%

令和5年8⽉9⽇(⽔) 13:30〜14:30 ※担当者企画会議(⼥2名)

令和5年10⽉24⽇(⽕) 15:00〜17:00※担当者企画会議(⼥3名)

講座⽇時 13:30〜15:30
講師

参加⼈数 募集40名 ⼥36名、男7名、計43名 参加率︓108%   満⾜度︓81%

採択事業②

タイトル 現役パパに聞く 育休・育児・仲間
【主催】NPO法⼈⼦育てサポーター・チャオ

令和5年11⽉9⽇(⽊)

画像⽬的

・育児休業に対する制度の情報を提供する。
・講師の育休体験談から育児に参加することの重要性を知ってもらう。
・パパ育コミュの活動報告から⼦育てパパが直⾯する⽣き⾟さについて
考えるきっかけを提供する。

参加者
感想

・障害⼥性と性というテーマについて語っていただき、とても学ぶことがありました。複合差別―⼥性問
題の縮図であり、障害者問題の縮図でもあるという⾔葉に納得しました。
・優⽣保護法は現憲法下で作られたことを知った。

【1回⽬】
⽇時・講師

【2回⽬】
⽇時・講師

令和5年11⽉12⽇(⽇)

採択事業③

タイトル
どう防ぐ?障がい者の性被害〜被害への気づきの⽬を育てる〜
【主催】ロービジョン友の会アリス/認定NPO法⼈⼥性のスペース結
/こしがや地域ネットワーク13

⽬的

打合せ等
の⽇時

令和5年10⽉29⽇(⽇)

参加者
感想

・⼤変共感できる内容で興味深かった。
・育休をとったパパのリアルな声を聞けた。
・保活について越⾕市の現状を知ることができた。

画像

・障がいのある⼥性の複合差別実態調査とその後10年の活動報告か
ら、これまで受けてきた現状を知ってもらう。
・障がい⼥性の現状を知り、私たちに何ができるのかを⼀緒に考えてもら
う場を提供する。

藤原久美⼦さん（DPI⼥性障害者ネットワーク代表）
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事業名 画像

開催期間
児童　⼥54名、男34名、計88名　

総来館者数 177名
⽇程
8⽉12⽇(⼟) NPO法⼈越⾕市郷⼟研究会
8⽉13⽇(⽇) 越⾕市　⼈権・男⼥共同参画推進課
8⽉15⽇(⽕) 越⾕市男⼥共同参画⽀援センター
8⽉16⽇(⽔) 越⾕⾃然ガイド協会
8⽉17⽇(⽊) ガールスカウト埼⽟県第11団
8⽉18⽇(⾦) 草加友の会　越⾕⽀部
8⽉19⽇(⼟) ⼀般社団法⼈　多⽂化共⽣コスモ越⾕

「越⾕隕⽯」国⽴科学博物館展⽰記念講演会
ジェンダークエスト〜思い込みの迷宮〜
モーターの元祖!?ファラデーモーターをつくろう︕
どんぐりでトトロの森をつくろう
ガールスカウトと⼀緒にロープワーク体験
野菜スタンプでランチョンマットをつくろう︕
越⾕から世界を⾒てみよう

主催団体講座タイトル

18)ほっカレ 夏のこどもウィーク【指定管理者提案事業】

タイトル ほっカレ 夏のこどもウィーク2023

⽬的

・固定観念の⼟台が形成される前の児童に対して、性別（ジェン
ダー）に対する思いこみを減らす働きかけ、多種多様なことを学び、体
験してもらう場所を提供する。
・いままで「ほっと越⾕」を知らなかった保護者たちも取り込む。
令和5年8⽉12⽇(⼟)〜8⽉19⽇(⼟)

参加⼈数
同伴者　⼥56名、男34名、計89名

ジェンダークエスト〜思い込みの迷宮〜

モーターの元祖 ファラデーモーターをつくろう︕

どんぐりでトトロの森をつくろう

野菜スタンプでランチョンマットをつくろう︕
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事業名 1)情報誌の発⾏
タイトル みてみてほっと越⾕

回数
53号 13,000部

54号 13,000部

【53号の内容】
●特集　「⽣涯現役社会」の実現に向けて
　〜シニアパワーが地域を活性化する〜
　　
●「越⾕市⼥性・DV相談⽀援センター」より
　「越⾕市⼥性・DV相談⽀援センター」相談窓⼝のご案内
●「ほっと越⾕」登録団体活動紹介
越⾕ビデオクラブ︓映像作品を通して地域とつながり続けて
サンシティ朗読研究会︓朗読を通してのコミュニケーションの場づくりを

【54号の内容】
●特集　脱「オトコ」らしい＆「オンナ」ならではの職業
　性別にとらわれない仕事選びを考える

●「越⾕市⼥性・DV相談⽀援センター」からのメッセージ
　職種から⾒るジェンダー・ギャップ〜相談の現場から
●「ほっと越⾕」登録団体活動紹介
　ロービジョン友の会アリス︓視覚障がい者にもやさしいまちづくりを
　NPO法⼈　越⾕市郷⼟研究会︓
　「越⾕を楽しんで知りたい」「越⾕をもっと盛り上げよう」

年２回

発⾏部数 配布先

⽬的

　「ほっと越⾕」では、男⼥共同参画に対する意識と理解を深めることを⽬的として、男⼥共同参画
に関する情報を広く提供するために情報誌「みてみてほっと越⾕」を年2回(7⽉・2⽉)発⾏する。より
多くの市⺠に届けられるように、市の施設などで配布するほか⾃治会での回覧やホームページに掲載
する。

⾃治会(回覧)、市議会議員、記者クラブ、越
⾕市各部署課所(市施設等)、各地の男⼥
共同参画センター等の関連施設
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事業名 2)ホームページの運営

⽬的
　「ほっと越⾕」を広く知ってもらうためホームページやX(旧Twitter)、TikTokなどを活⽤して、講座
やイベントの案内、パネル展⽰などさまざまな情報発信を⾏い、越⾕市の男⼥共同参画センターであ
ることを効果的に周知する。
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事業名 3)市⺠との協働による事業

タイトル

メンバー 【企画・運営】市⺠企画委員︓多⽥真悠さん、佐藤久仁恵さん、吉⽥奈緒美さん

「#ほっと越⾕」TikTok動画制作 【協働 市⺠企画委員会】

⽬的
　公募した市⺠で構成する企画委員との協働により事業を実施する。「ほっと越⾕」の施設や事業を
TikTokを通して紹介し、周知することで市⺠への認知を⾼めるとともに、市⺠や企画委員⾃⾝の男
⼥共同参画への理解を深めることを⽬指す。

概要

【第1回】令和5年7⽉4⽇(⽕)　TikTok企画委員会　(⼥3名、計3名)
【第2回】令和5年9⽉28⽇(⽊)　TikTok企画委員会　(⼥2名、計2名)
【第3回】令和5年11⽉2⽇(⽊)　TikTok企画委員会　(⼥3名、計3名)
【第4回】令和5年12⽉21⽇(⽊)　TikTok企画委員会　(⼥3名、計3名)
【第5回】令和6年1⽉21⽇(⽇)　TikTok企画委員会　(⼥2名、計2名)

◆令和6年2⽉28⽇(⽔)　TikTok企画委員会「活動の振り返り」　(参加者︓⼥3名、計3名)

投稿動画数︓8　総再⽣回数︓4,021 フォロワー数︓6　いいね数︓22　 (R6.3⽉時点)
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事業名 4)パネル展⽰

回

「災害と男⼥共同参画パネル」
「”わたしの”防災対策パネル」
協⼒︓With You さいたま
　　　　（埼⽟県男⼥共同参画推進センター）

8 令和6年3⽉5⽇〜12⽇
市庁舎ロビー 「国際⼥性デー」ジェンダーギャップ指数等

令和6年1⽉24⽇〜30⽇
「ほっと越⾕」7

4 令和5年10⽉3⽇〜12⽉22⽇
「ほっと越⾕」

「あなたとわたしが経験した　『ずるい⾔葉』」
協⼒︓森⼭⾄貴

協⼒︓⻄⼭ももこ

「パープルリボン・タペストリー」
協⼒︓With You さいたま

5 令和5年11⽉10⽇〜11⽉24⽇
「ほっと越⾕」 「知っていますか︖パープルリボンキャンペーン」

6 令和5年12⽉6⽇〜9⽇
「ほっと越⾕」

　　　　（埼⽟県男⼥共同参画推進センター）

⽬的

期　間 ／ 展⽰場所 内　容

　「ほっと越⾕」施設内や市役所本庁舎ロビーなどにてパネル展⽰を実施し、⽴ち寄った市⺠に男⼥
共同参画について周知啓発を図る。「ほっと越⾕」の主催講座や男⼥共同参画関連のキャンペーン
に合わせてテーマを選び、幅広い情報を提供する事を⽬指す。

令和5年4⽉4⽇〜4⽉18⽇
「ほっと越⾕」1

2 令和5年6⽉23⽇〜6⽉29⽇
市庁舎ロビー 「第22回　七⼣フェスタ」

「ジェンダーギャップ指数　2022」

「インティマシー・コーディネーター　⻄⼭ももこ」令和5年6⽉18⽇〜7⽉2⽇
「ほっと越⾕」3
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事業名

事業名

期間

タイトル

⽬的

6)デートDV防⽌に関するパネル展⽰

②「知っていますか︖パープルリボンキャンペーン」
パネル展⽰①パープルライトアップ

令和5年11⽉24⽇(⾦)〜12⽉9⽇(⼟)　

・「デートDV」とはどのようなものか周知し、配偶者のいない若者にも⾝近な問題として意識してもら
う。
・被害者が⽀援につながるための情報を提供する。

#理想のカップルってどんな関係︖
【協⼒】埼⽟県県⺠⽣活部⼈権・男⼥共同参画課

5)「⼥性に対する暴⼒をなくす運動」期間中の集中的な啓発

①パープルライトアップ【指定管理者提案事業】
②知っていますか︖パープルリボンキャンペーンパネル展⽰

・「⼥性に対する暴⼒をなくす運動」を周知することで市⺠の意識啓発を図る。
・市⺠のDVに関する理解を深める。
・被害者が⽀援につながるための情報を提供する。

①令和5年11⽉9⽇(⽊)〜12⽉9⽇(⼟) 

タイトル

⽬的

期間
②令和5年11⽉24⽇(⾦)〜12⽉1⽇(⾦) 市庁舎ロビー展⽰
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事業名 7)所蔵本貸出

所蔵本 寄贈本 合計
294 171 465交流⽂庫（寄贈本）コーナー

　交流⽂庫は「ほっと越⾕」職員などが寄贈したもので、
男⼥共同参画の視点だけでなく、さまざまな関⼼から集
められた⼩説・評論・コミックスからなり、所蔵本とは異な
るラインナップとなっている。

令和5年度貸出冊数

　「ほっと越⾕」では、男⼥共同参画に関する図書・⾏政資料などを収集し、閲覧・貸出を⾏ってい
る。市⺠に広く貸出すことで、男⼥共同参画への理解を深め、男⼥共同参画の推進を図ることを⽬
指す。
　貸出は開所⽇にいつでも⾏い、雑誌やミニコミ誌をのぞいた所蔵本について、1⼈2冊まで2週間を
貸出期限としている。講座開催時の関連本展⽰や「ブックフェア」など、さまざまな機会に紹介して利
⽤促進に努める。

⽬的

えほんコーナー新着図書コーナー

雑誌コーナー ⽂庫コーナー
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事業名

参加⼈数 募集300名 ⼥112名、男36名、その他10名
計158名 参加率︓53%   満⾜度︓95%

参加者
感想

・当事者であるブルボンヌさんのお話は、とてもわかりやすく、親しみやすく、⼼に響いた。「⾃分を愛し
てあげて」という⾔葉に、励まされた。
・⾃⼰肯定感の話が特に⼼に残りました。⾃分を愛してこそ、周囲に愛を与えられると感じました。
・⾃分の価値観が変わった。今、1才の⼦供がいるが、「⼦どもに教える」のではなく、⺟親も「私」とし
て⼀緒に考えていきたいと思う。
・とても分かりやすかったです。1つの問題ではなく、こんなに⼤きく広がるお話でびっくりしました。思いや
りをもってそれぞれの⼈が⼈⽣を楽しめる世の中になるといいなと思いました。
・⾃分の気持ちに正直でいること、他⼈の気持ちを理解すること（受け⼊れること）が⼤切だとあらた
めて思いました。あっという間と感じるほどブルボンヌさんのお話が上⼿でおもしろかったです。男らしさや
⼥らしさというのは、社会や他⼈が勝⼿に⾔っているだけ。⾃分らしさが⼀番⼤事ですね。

8)ほっカレ(ほっと越⾕ダイバーシティカレッジ)【指定管理者提案事業】

ブルボンヌさん（⼥装パフォーマー/ライター）

タイトル

講師

⽬的
・男⼥共同参画の視点からさまざまなテーマで継続的に学んでもらうことを⽬的に開校し、年3回講
座⼀覧のパンフレットを発⾏する。
・ほっカレ（ほっと越⾕ダイバーシティカレッジ）周知のために年に1度特別講演を開催する。

⽇時 令和6年2⽉11⽇(⽇) 14:00〜16:00

【特別講演】
男らしさ、⼥らしさより⾃分らしさが越⾕を変える
〜ジェンダー・性⾃認・性的指向とは〜
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事業名 9)メールマガジン配信・X(旧Twitter)発信【指定管理者提案事業】

4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉
4名 14名 20名 3名 2件 4件 3件 1件

8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉
41名 17名 7名 12名 7件 4件 1件 1件

12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉
35名 32名 19名 1名 4件 1件 2件 1件

今年度合計 205名 累計登録者 327名 合計 31件
事業名 10)新聞クリッピング展⽰【指定管理者提案事業】

事業名 11)Wi-Fi接続サービス【指定管理者提案事業】

4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉
4件 14件 20件 23件 13件 7件

10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉
12件 16件 12件 5件 7件 11件

累計件数 144件

Wi-Fi接続サービス利⽤申請数

令和5年度メールマガジン登録者数 令和5年度X(Twitter)発信回数

⽬的
　「ほっと越⾕」の利⽤者を増やし講座への参加を促すことを⽬的として、来所者や講座参加者に
メールマガジンの配信登録を呼びかけ、登録者には毎⽉下旬に講座の案内を中⼼にさまざまな情報
を配信したり、またTwitterを発信することで広範囲で効果的な情報伝達に務める。

⽬的

　2週間以内に発⾏された新聞から、社会動向を踏まえた男⼥共同参画に関する記事を選び、情
報発信コーナーに掲⽰することで、男⼥共同参画に関するホットな情報を発信し、市⺠に有効活⽤
してもらうとともに、「ほっと越⾕」が越⾕市の男⼥共同参画推進の拠点施設であることを知ってもら
う。

⽬的 　「ほっと越⾕」の利⽤者のご要望に応え、令和4年10⽉から開始した。個⼈の利⽤者及びセミナー
ルームを使⽤する登録団体からの利⽤が増えており、来所者の利便性向上に務める。
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事業名 12)ブックフェア【指定管理者提案事業】

回

3 あなたの価値観は“刷り込まれて”いませんか︖

5
6 令和5年12⽉16⽇(⼟)〜1⽉24⽇(⽔)

知り考え動く 多様な性と⽣
『政治』を⾝近に感じてみませんか︖

1 家族を勝利に導くカギはパパがにぎっている︕令和5年5⽉12⽇(⾦)〜5⽉31⽇(⽔)

令和5年9⽉16⽇(⼟)〜10⽉8⽇(⽇)

ひとりで抱えない育児と介護
〜明⽇もしも親が倒れたら︖〜

令和5年11⽉18⽇(⼟)〜12⽉8⽇(⾦)

2 令和5年6⽉15⽇(⽊)〜６⽉22⽇(⽊)

いろいろな課題を⾒つけるために、まわりを⾒渡してみよう
〜「男⼥共同参画」って意外と⾝近︕〜令和5年10⽉22⽇(⽇)〜11⽉5⽇(⽇)4

⽬的
　ブックフェアは、「ほっと越⾕」の情報ライブラリーコーナーで所蔵している本を広く市⺠に知ってもらい、
「ほっと越⾕」の開催講座やテーマに沿った所蔵本を展開することで市⺠に男⼥共同参画への理解
を深めてもらう。

期間 テーマ
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事業名 13)カフェ看板(⼿書き⽴て看板)【指定管理者提案事業】

⽬的
「ほっと越⾕」の⼊りにくい雰囲気を払しょくし、施設前を通りかかる市⺠にも施設に興味を持ってもら
うために、エレベーター側⼊り⼝にカフェ看板（⼿書き⽴て看板）を設置した。カフェ看板を⾒て講座
に申し込む来所者もおり、親しみやすい広報ツールとなっている。
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事業名 14)震災⽂庫【指定管理者提案事業】

所蔵資料数 分類

　※分類は神⼾⼤学付属図書館「震災⽂庫」を参考にしている。

⽬的
　「ほっと越⾕」では、東⽇本⼤震災・防災関連の資料を震災⽂庫としてまとめ、常設コーナーとして
設置している。避難所における男⼥のニーズの違いへの理解・配慮などの男⼥共同参画の視点を取
り⼊れた災害・防災への取組の理解を深めることを⽬指す。

18分類377

資料の種類

・研究所・報告書・体験談・⽂集・新聞・⼩説・絵本
・マンガ・詩集・写真集・写真・チラシ・広報紙
・フリーペーパー
　など
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事業名

登録団体の
募集

登録団体
会議

登録団体の
概要

1)「ほっと越⾕」登録団体

　越⾕市男⼥共同参画⽀援センター登録団体(以下登録団体)は、ワーカーズ・コレクティブ、地域
づくり、国際交流、福祉、環境保全、教育など、さまざまな分野で男⼥共同参画に関する活動を
⾏っている。
　登録団体は、「越⾕市男⼥共同参画⽀援センター団体登録要領」に基づき、越⾕市が承認して
いる。
　令和5年度は、4⽉に49団体が登録団体として承認された。

　令和5年度の登録団体会議は4⽉と12⽉の2回実施した。
　4⽉(第1回⽬)は、「七⼣フェスタ」など、「ほっと越⾕」と登録団体が協⼒し、協働事業について話
し合った。
　12⽉(2回⽬)は、「登録団体申請」や来年度の七⼣フェスタの活動について意⾒交換を⾏った。

　越⾕市では、男⼥共同参画を推進していく意欲ある登録団体を年1回、1⽉〜2⽉に募集してい
る。登録団体は、「ほっと越⾕」の講座やイベントに参加し、他の登録団体との交流を深めるなどし
て、ともに男⼥共同参画社会をつくりあげていく活動をしている。登録団体になると、さまざまな⽀援を
受けることができる。
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令和5年度「ほっと越⾕」登録団体　 ※登録団体番号順、2023年4⽉現在
N0 No
1 越⾕市政モニターOB会 26
2 越⾕太⿎社中 27
3 こしがや男⼥共同参画の会「パティオ」 28
4 こしがや地域ネットワーク13 29
5 越⾕⺟親連絡会 30
6 アサーティブ越⾕ 31
7 32
8 NPO法⼈　⼦育てサポーター・チャオ 33
9 新⽇本婦⼈の会　越⾕⽀部 34

11 36
37 きらり
38

13 ロービジョン友の会アリス

40 元荒川の⾃然を守る会
15 41 ファミリーネットさいたま（越⾕⽀部）
16 ガールスカウト埼⽟県第11団 42 わくわく教室
17 シニアネット“変⾝ing” 43
18 NPO法⼈　越⾕市郷⼟研究会 44
19 グループゆるり 45
20 ⽣涯⻘春　東彩会 46 社会福祉法⼈　天恵園
21 越⾕市学校図書館を考える会 47

48

23 越⾕ビデオクラブ
24 越⾕サンシティ落語研究会

越⾕プロデュース研究会

49 ⼈⼝減少時代の⼦育て家族を
応援する会

12

39 特定⾮営利活動法⼈
復興イメージトレーニング協会

越⾕・松伏放課後等ディサービス連絡会

親⼦の学びサークル　ひみつきち
⼀般社団法⼈　多⽂化共⽣コスモ越⾕

アートサロン　こしがや

企業組合ワーカーズ・コレクティブ
キッチンとまと 特定⾮営利活動法⼈　越⾕つばさ

25 花こばと会

14 認定NPO法⼈さいたまNPOセンター
越⾕事務所

22 越⾕・吉川・松伏明るい社会づくり
運動協議会

越⾕⻄特別⽀援学校　⻄養おやじの会

越⾕⾃然ガイド協会

草加友の会　越⾕⽀部 35 特定⾮営利活動法⼈
障害者の職場参加をすすめる会

CAP東埼⽟

LGBT越⾕⼗⼈⼗彩
ひだまり広場
サンシティ朗読研究会

特定⾮営利活動法⼈　NESげんこつ

10

医療⽣協さいたま越⾕⽀部
NPO法⼈　Fine　越⾕⽀部

越⾕⼦育てサークルネットワークの会

団体名 団体名
特定⾮営利活動法⼈　合

越⾕社会保障推進協議会
越⾕⾰新懇
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事業名

⽇時 令和5年7⽉22⽇(⼟)14:30〜15:00
参加⼈数 参加団体数︓22団体 参加者数︓ ⼥20名、男4名、計24名

テーマ

スタッフより

テーマ 登録団体申請について

テーマ 団体要覧について

⽇時 令和5年12⽉2⽇(⼟)14:35〜15:30
参加⼈数 参加団体数︓35団体 参加者数︓ ⼥26名、男12名、計38名

テーマ 令和6年度　七⼣フェスタを「ほっと越⾕」とさくら広場の2会場とするか

・ほっと開催は狭い。観客スペース、待機場所がとれない。交流コーナーの団体の展⽰スペースに待機
の⼈、演技後の⼈がはみ出してしまう。
・出演者の集客⼒に依存する。出演者の親などが観てくれるが出番が終わると帰ってしまう。
・⾞で来ている⼈は駐⾞場が必要。さくら広場ならば広場で降ろし、終わったら各⾃電⾞で帰ってく
る、ということができる。

ほっと越⾕で
の開催につい

て

副実⾏委員
⻑より

課題となっているのはもう⼀つ、仕⼊れの負担がある。中⽌になった場合、既に仕⼊れた分の補填が
できない。外部から出展者を呼べば仕⼊れの負担はなくなるのではないか。

スタッフより 中⽌の判断を早めにする、ということでも仕⼊れの負担は軽減される。
→⼤学⽣のボランティアと合わせて外部の出展についても持ち帰って検討する。

・さくら広場での開催に課題となっているのは①天候②設営の⼤変さである。

2)「ほっと越⾕」登録団体情報交換会 【指定管理者提案事業】

⽬的 　「ほっと越⾕」の講座の企画や事業等に関する意⾒交換を通じて、登録団体と「ほっと越⾕」がとも
に男⼥共同参画について考える場とし、登録団体間の交流を図る。

次回七⼣フェスタ開催⽅式について　　

さくら広場で
の開催につい

て

・さくら広場は集客・周知⼒がある。ふらりと⽴ち寄れる。　・⾬が⼼配。
・⽂教⼤学の学⽣が出演した年は学⽣が⼤勢⼿伝ってくれた。さくら広場での開催は若い⼈が興味
を持ってくれる。　・さくら広場なりの⼤変さもある。簡単に外に出ましょうとも⾔えない。

前年度登録団体が登録継続の場合は書類を簡略化する。
卓で５分ほど話し合い→卓を回って聞き取りした結果、概ね新⽅式の申請に賛成。

・紙ではなく「ほっと越⾕」ホームページ上に現在の要覧の連絡先までの項⽬を掲載する。
・紙の団体要覧を廃⽌する。スタッフより

・⽂教⼤学を通して学⽣40〜50⼈ほど参加可能。オープニングの⼿伝い等に⼊ってもらえる。
・外部出店は「ほっと越⾕」と七⼣フェスタ実⾏委員会の判断で可能。

・新しくできたスポーツセンターを使えないのか検討する。
・開催時間を検討する。

検討事項の
報告

スタッフより

結果

スタッフより

結果

卓で話し合い挙⼿を募った結果、基本ペーパーレス化することに賛成多数。ほっと越⾕には紙で閲覧
できる形で残すことを検討する。

・令和6年度の七⼣フェスタは「ほっと越⾕」とさくら広場の2会場とする。
・学⽣ボランティアはお願いする。
・外部出店は団体の出店状況で決める。
・開催を決⾏するかどうかは2〜3⽇前に判断する。
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事業名 3)さんもくナイト 【指定管理者提案事業】

⽇時

⼿仕事でほっこり〜折り紙で端午の節句〜 参加者︓⼥5名、男1名、計6名

・とても楽しかったです。かぶとに桜の⼊れ物。季節、⾏事にあわせた⼿作りが良かったです。

⼿仕事でほっこり〜紙コップと紐でカゴを編んでみよう〜 参加者︓⼥9名、計9名

・丸くする⼿加減がつかめずゆるんでしまいました。紙コップで家でも作ってみたいです。

シネマでリフレッシュ「こはく」 参加者︓⼥2名、男1名、計3名

・出演者のお名前にひかれて⾒に来ました。

⼿仕事でほっこり〜ストローでヒンメリを作ろう〜 参加者︓⼥5名、計5名

⼿仕事でほっこり〜⽔引で猫のアクセサリー〜 参加者︓⼥5名、計5名

・むずかしくてくじけそうでしたが、楽しかったのでまたチャレンジしたいです。

⼿仕事でほっこり〜ちぎり絵で秋を描こう〜 参加者︓⼥6名、男1名、計7名

・春を作ったので他の季節のも作りたいと思っていたので、嬉しかったです。

シネマでリフレッシュ「中村哲医師からのメッセージ」 参加者︓⼥名7、計7名

・⼈の⽴場を考え何をして欲しいのか、寄り添うことの⼤切さなどを教わりました。

⼿仕事でほっこり〜Xmasリースを作ってみよう〜 参加者︓⼥10名、男１名、計11名

・短時間でこんなにステキなリースができるなんて感激です。

⼿仕事でほっこり 参加者︓⼥11名、男1名、計12名
〜⼿作りのしめ縄飾りでお正⽉を迎えてみませんか〜

・縄を編むところからやるとは思っていなかったので、すごく楽しかったです。

⼿仕事でほっこり〜作ってみよう軍⼿で動物ファミリー〜 参加者︓⼥7名、計7名

・軍⼿からこんなかわいい作品が作れるなんて驚きです。

⼿仕事でほっこり〜結ぶだけでできるフェルトのバッグ〜 参加者︓⼥10名、男1名、計11名

・初めて参加しましたが、無⼼になって⼿を動かし、あっという間でした。

⼿仕事でほっこり〜卵の殻にドライフラワーのアレンジ〜 参加者︓⼥10名、男1名、計11名

・思っていたより卵に紙を貼るのが⼤変でしたが、とってもかわいくできて感動しました︕

　毎⽉第3⽊曜⽇の夜に、⼿芸や⼯作などを楽しむ⼿仕事や映画鑑賞等を⾏い、誰でも気軽に参
加できる交流の場を提供する。

タイトル／参加⼈数／参加者の感想

8⽉17⽇

⽬的

4⽉20⽇

5⽉18⽇

6⽉15⽇

7⽉20⽇
・⾒た感じはすぐできそうだけれどなかなか難しく、⾒た⽬もきれいで、しばらく飾っておきたいと思います。

3⽉21⽇

9⽉21⽇

10⽉19⽇

11⽉16⽇

12⽉21⽇

1⽉18⽇

2⽉15⽇
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事業名 4)協働フェスタ参加 【指定管理者提案事業】

開催場所
⽇　時

・施設紹介

・ワークショップ「パープルリボン　オレンジリボンでしおりを作ろう」

令和5年9⽉9⽇(⼟)　10:00〜15:00
内容

⽬的

越⾕市中央市⺠会館

・市⺠が参加するイベントで施設紹介をすることで、「ほっと越⾕」を多くの⼈に知ってもらう。
・「ほっと越⾕」開催の講座を紹介する。
・パープルリボン、オレンジリボンを⽤いたワークショップを開催することで、市⺠の⼥性への暴⼒防⽌や
児童虐待防⽌の意識を⾼める。
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事業名 1)七⼣フェスタ

テーマ

⽇時
・講座と展⽰についての説明、テーマ設定
・「七⼣フェスタ」実⾏委員会役員選出

７⽉22⽇(⼟) 参加22団体　⼥20名、男4名、計24名

「ほっと越⾕」では、「ほっと越⾕」の開設と越⾕市男⼥共同参画推進条例が施⾏された7⽉に、市
の男⼥共同参画推進週間の事業として、毎年、登録団体と協働で七⼣フェスタを開催している。平
成26年度からは、すべての登録団体が参加する「七⼣フェスタ実⾏委員会」が七⼣フェスタを企画
運営してきた。本年度は第22回となる。
　登録団体主催の講座は、6⽉25⽇(⽇)〜7⽉2⽇(⽇)の期間に16団体が活動に関連する講
座を開催した。講座参加者は延べ362名だった。
　登録団体企画の展⽰は、6⽉20⽇(⽕)〜7⽉2⽇(⽇)まで25団体が活動紹介やテーマに基づ
いたパネル展⽰を⾏った。
　七⼣フェスタは、多くの市⺠に参加していただき、「ほっと越⾕」を広く知っていただく機会になってい
る。

　七⼣フェスタは、登録団体が講座や展⽰を実施して、市⺠に対して団体の活動をアピールし、活動
を広げることを⽬指す。登録団体と「ほっと越⾕」が協働し、市⺠に男⼥共同参画に関する情報を提
供し男⼥共同参画への理解を深めることを⽬指す。

概要

⽬的

〜いのち・⼈権・平和を守ろう〜

七⼣フェスタ実⾏委員会

5⽉27⽇(⼟)

5⽉6⽇(⼟)

内 容 参加⼈数

参加36団体　⼥32名、男8名、計40名

参加29団体　⼥30名、男6名、計36名

参加35団体　⼥28名、男11名、計39名

・七⼣フェスタ情報交換会(振り返り)

4⽉8⽇(⼟)

・開催実施要領、参加イベント⼀覧説明

・チラシ案内、報告書作成説明、予算説明、
 次回交流会案内

第1回七⼣フェスタ実⾏委員会 第2回七⼣フェスタ実⾏委員会 七⼣フェスタ情報交換会

−37−



2)登録団体主催の講座　(参加⼈数︓⼥293名、男69名、計362名)

⽇時

ロービジョン友の会アリス

ケアラーとしての過去と現在

主催団体講座タイトル

認定NPO法⼈ さいたまNPOセンター越⾕事務所

7⽉2⽇(⽇)

7⽉1⽇(⼟)

6⽉29⽇(⽊)

6⽉30⽇(⾦)

⾒えなくなると⾒えてくるもの〜le café noir
〜（暗闇カフェ）

北越⾕付近の⾃然を知ろう︕

たんぽぽのフラワーアレンジメント体験

6⽉28⽇(⽔)

6⽉27⽇(⽕)

⾼齢者のお悩み解消ーさわやかミーティング

6⽉25⽇(⽇)

こしがや男⼥共同参画の会「パティオ」

元荒川の⾃然を守る会

伝えましょう　あなたの気持ち アサーティブ越⾕

ゆるりと朗読〜夏の夜話〜

ガールスカウト埼⽟県第11団

越⾕⾃然ガイド協会

サンシティ朗読研究会

きらり

こしがや地域ネットワーク13

グループゆるり

SDGｓと越⾕の「⽣きもの」たち

「朗読」のある処　古今東⻄〜男と⼥〜

コミュニケーションが楽しくなる個性診断

薬⽤植物に親しむ〜薬草についての正しい
知識を学んで健康増進〜

草加友の会　越⾕⽀部

⼀般社団法⼈ 多⽂化共⽣コスモ越⾕

NPO法⼈ ⼦育てサポーター・チャオ

NPO法⼈ Fine 越⾕⽀部「⾔語化するワーク」楽しく⾃分らしく

おしえて︕共働きファミリーの両⽴ライフ

多⽂化こども学習⽀援学習サポーターとは︖

健康チェックと健康相談

夏に⼤活躍︕縫わない保冷リュックを作ろ
う︕

医療⽣協さいたま 越⾕⽀部
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6⽉28⽇　ガールスカウト埼⽟県第11団 6⽉28⽇　サンシティ朗読研究会

6⽉25⽇　ロービジョン友の会アリス 6⽉27⽇　こしがや男⼥共同参画の会「パティオ」

6⽉29⽇　グループゆるり 7⽉2⽇(⽇)　NPO法⼈ ⼦育てサポーター・チャオ
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事業名 3)登録団体主催のパネル展⽰
テーマ 〜いのち・⼈権・平和を守ろう〜
期間

参加数 25団体
No

2 万葉⼈から脈々と愛されている植物を訪ねて こしがや地域ネットワーク13 

4 I am OK,You are OK. アサーティブ越⾕

5 Withコロナの⼦育て⽀援 越⾕⼦育てサークルネットワークの会

6 ⼦育て中の皆さんを応援しています︕ NPO法⼈　⼦育てサポーター・チャオ

7 「へたでいい」描いてみよう 新⽇本婦⼈の会　越⾕⽀部

8 ⼦どもと笑顔で楽しく過ごせるように︕ 草加友の会　越⾕⽀部

10 越⾕にいた中世の豪族「古志賀⾕」⽒ NPO法⼈　越⾕市郷⼟研究会

11 平和を願って　⾃分らしく⽣きよう グループゆるり

13 専任・専⾨・正規の学校司書の配置を︕ 越⾕市学校図書館を考える会

15 貴⽅も我が家の映像作家に

16 迎え花 花こばと会

17 補聴器購⼊助成のとりくみと社保協の活動 越⾕社会保障推進協議会

18 「戦争と平和を考える」武⼒で平和は守れない︕ 越⾕⾰新懇

19 いつまでも元気で仲間とともに 医療⽣協さいたま越⾕⽀部

20 不妊チェック　⼼も体も健やかに NPO法⼈　Fine　越⾕⽀部

21 平等をめざして︕ LGBT越⾕⼗⼈⼗彩

22 花は咲く　ホッとつながるみんなの広場 ひだまり広場

23 すきなことをカタチにする きらり

24 中学の制服　リサイクルで新たな活動を︕ 特定⾮営利活動法⼈　越⾕つばさ

25 多⽂化共⽣のまちづくり ⼀般社団法⼈　多⽂化共⽣コスモ越⾕

越⾕ビデオクラブ

パネルタイトル 主催団体

提⾔等を通じ市⺠の安全安⼼な⽣活向上を
⽬指す︕1 越⾕市政モニターOB会

14

 ⽣命を⽣み出す⺟親は　⽣命を育て　
⽣命を守ることをのぞみます

南三陸⽯巻市⼤川⼩学校―喉元過ぎれば熱さを
忘れる―

9 ⼦どもをとりまく問題に⼼を痛めている
あなたへ

12

3

令和5年6⽉20⽇(⽕)〜7⽉2⽇(⽇)　　

CAP東埼⽟

越⾕⺟親連絡会

越⾕・吉川・松伏明るい社会づくり運動協議会

趣味に遊び、仲間と学ぶ、⽣きがいづくりサポート ⽣涯⻘春　東彩会
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事業名 4)オープニングセレモニー＆⼣焼けコンサート

●オープニングセレモニーの様⼦

●オープニングセレモニー特別講演の様⼦　講師︓⻄⼭ももこさん

●⼣焼けコンサートの様⼦　出演︓オールスウィングジャズオーケストラ

内容⽇時
令和5年6⽉24⽇(⼟)13:00〜16:00 　オープニングセレモニー

令和5年6⽉24⽇(⼟)15:00〜16:00 　オープニングセレモニー特別講演
　⻄⼭ももこさん「私らしく⽣きるために」

令和5年7⽉ 1⽇(⼟)18:30〜20:00 　⼣焼けコンサート オールスウィングジャズオーケストラ

福⽥市⻑

こしがや地域ネットワーク13 越⾕⾃然ガイド協会

新⽇本婦⼈の会 越⾕⽀部 弥栄ソーラン

東京YOSAKOIチーム燦－SUN－
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事業名 5)七⼣フェスタ交流会
⽇時 令和5年7⽉22⽇(⼟)13:30〜15:30

参加⼈数 参加団体数︓22団体 参加者数︓⼥20名、男4名、計24名

・補聴器についての展⽰ができて良かった。⾒た⽅からも感想意⾒あり(複数)。(越⾕社会保障推進協議会)

 ・⼈との対話でほっとしました。カードを使って会話を楽しむことができました。(NPO法⼈Fine越⾕⽀部)

〇登録団体主催講座を開催した感想

〇登録団体企画展⽰を実施した感想

〇来場者・講座参加者からの感想

・今回も参加させていただき感謝いたします。お陰様で「暗闇カフェ」も８回⽬になりました。アイマスクをすることにより、視
覚障がい者への理解を深めるきっかけになりました。視覚障がい者と直接お話しする機会となり⼤変良かったと思います。
(ロービジョン友の会アリス)
・久しぶりの講座であり、初参加の会員も多く不安を持ちながらも役割を果たし、各⾃が⽬標達成感を得られ、今後の
活動を加速化する良い機会になった。(アサーティブ越⾕)

・成⼈会員の交流の場として毎年活⽤させていただいています。⼀般の⽅への団体PRの場にもなりますので、とても楽し
みのイベントとなっています。(ガールスカウト埼⽟県第11団)

・今年度の「テーマ」を決める際から団体各⾃の熱い思いがあふれており、その様々な熱意が今年も沢⼭届けられ⼤変す
ばらしいフェスタ期間でした。皆々様の尽⼒に感謝です。
・他団体の⽅との交流ができ良い。
・会場案内の役で、⼊場者にひとと声かけたら短冊の飾り(願い事)を書いて下さる⽅がいて嬉しかった。テレビでオープニ
ングの演奏がみられて良かった。
・以前と⽐べると⼩規模になった分、⼿際良くスムーズに運営出来たと思う。「テーマ」を決める際の話し合いは真剣に考
えさせられて、⾃分達で作り上げるフェスタという感じがいつにも増してあり⼤変良かったと思う。

・興味をもって今後の⽀援活動に参加したい⽅が集まってくれたので、良かったです。(⼀般社団法⼈多⽂化共⽣コスモ
越⾕)

・⼼が洗われる良い作品で素晴らしい芝居を観るようだった。終わった後感想・意⾒を⾔い合えるのがよかった(サンシティ
朗読研究会)

・「ゆるりと朗読」に参加した。⾃分の発表したい物を朗読するという楽しさ。この講座が楽しみで、毎回参加しているとい
う⽅が多く以前に参加したよりも参加者が増えており、続けている事の⼒強さを感じた。(越⾕⾰新懇)

・七⼣フェスタのテーマに添った内容の展⽰ができた。⼀⼈⼀⼈が考えて頂くことが重要と、シール投票でご意⾒を求めた
点が、これまでの展⽰と違った試みとなった。(越⾕⾰新懇)

・昨年以上に他団体の展⽰も参考にしながら展⽰スペースの配置を考え、より多くの⼈に⾒てもらえるように⼯夫しまし
た。(越⾕学校図書館を考える会)

〇実⾏委員会に参加しての感想
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「ほっと越⾕」を管理・運営する「街活性室株式会社」よる⾃主事業です。

1. 在宅ワーカー育成セミナー　⼊⾨コース　在宅ワークの基礎知識を学ぶ

2. miniマルシェ 私の好きがカタチになりました

3. 施設への還元投資事業による交流コーナーリニューアル

　　Ⅲ　指定管理者の活動



⽇時 10:00〜12:00
講師 宮川裕佳⾥さん（株式会社キャリア・マム）

募集⼈数 参加⼈数 参加率 満⾜度

WEB（オンライン） 100名 139名 139% -
30名 21名 70% -
20名 11名 55% 91%

⽇時 10:00〜15:00
会場 シェアダイニングサルーテ

出店数 9 店舗 来場者数 55 名

miniマルシェ 私の好きがカタチになりました
【共催】miniマルシェ実⾏委員会

⽬的
　令和5年度⼥性の起業講座の集⼤成として、実践経験を積むことで
社会と繋がり、講座終了後も受講者が⾏動できるきっかけづくりの場所
を提供する。

令和5年11⽉25⽇(⼟)

タイトル

タイトル 在宅ワーカー育成セミナー ⼊⾨コース 在宅ワークの基礎知識
を学ぶ 【共催】埼⽟県⼥性キャリアセンター

⽬的

令和5年9⽉5⽇(⽕)

・受講者が⾃分の望む働き⽅を考える。
・在宅ワークを始めるための基礎知識や⼼構えを習得してもらう機会を
提供する。
・「ほっと越⾕」を知らなかった⼦育て中、介護中の参加者を取り込む。

参加者
感想

・PCの使い⽅に⾃信がないが、初級コースがあり、メンターもいることを聞き、安⼼してやってみたいとい
う気持ちになれた。
・わかりやすい説明で「始めてみたい」気持ちが強くなりました。
・講師の経験を交えた話がイメージしやすくて良かったです。

埼⽟県⼥性キャリアセンター
ほっと越⾕

開催場所

参加⼈数

−44−



タイルカーペット張替
ブラインド撤去・ロールスクリーン取付

タイトル

令和5年11⽉13⽇(⽉)

　街活性室の経営理念に「⼈・物・⾦・情報のつながりを各地域で 構築&活⽤し、全国を活性化す
る」という使命があり、「利益を最⼤化し周囲に還元」という⾏動指針がある。それを実現する事業の
⼀環として「施設への還元投資」がある。この事業では施設内の改修や必要建具の新設で施設(地
域)へ利益を還元しするものだが、「ほっと越⾕」交流コーナーにおいて実施することにより、利⽤促進
や活性化を図る

⽬的

施設への還元投資事業による交流コーナーリニューアル

⽇時
実施内容 令和6年3⽉18⽇(⽉)
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1. 利⽤状況

2. 利⽤者アンケート結果

　　Ⅳ　施設の利⽤



1.利⽤状況

（単位︓名）

令和
5年度

　⽀援
　センター
　事業

　⽀援
　センター
　打合せ

セミナー
ルーム 作業室 図書貸出 合計

４⽉ 216 40 531 6 28 238 23 1,082
５⽉ 93 75 716 6 66 207 22 1,185
６⽉ 1,068 1,369 7 37 268 23 2,772
７⽉ 275 3 762 13 40 421 9 1,523
８⽉ 253 14 453 10 21 427 17 1,195
９⽉ 256 2 615 6 18 396 27 1,320

１０⽉ 190 4 505 8 34 533 22 1,296
１１⽉ 224 3 536 9 34 567 21 1,394
１２⽉ 317 3 529 7 18 590 65 1,529
１⽉ 173 2 426 7 27 432 23 1,090
２⽉ 230 3 641 4 9 399 22 1,308
３⽉ 81 563 8 17 346 52 1,067
計 3,376 149 7,646 91 349 4,824 326 16,761

（単位︓名）
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3,000

交流
コーナー・
情報
ライブラリー

令和5年度は、新型コロナウイルスの感染拡⼤防⽌の期間と⽐較して復調傾向にあるものの、感染防⽌
対策のための利⽤制限や三密対策に配慮した事業の実施など、さまざまな制約の中で施設運営を⾏って
おり、コロナ以前の利⽤者数には⾄っていない。

※6〜7⽉ 七⼣フェスタ開催

情報検索⽤
パソコン
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2.利⽤者アンケート結果
  1）調査概要

  2）実施期間 令和5年4⽉1⽇〜令和6年3⽉31⽇

  3）回答件数 合計 287件

【回答者の属性】

項⽬ ⼈数 構成⽐

越⾕市 217 75.6%

草加市 13 4.5%

⼋潮市 0 0.0%

三郷市 3 1.0%

吉川市 2 0.7%

春⽇部市 2 0.7%

松伏町 20 7.0%

その他 27 9.5%

無回答 3 1.0%

項⽬ ⼈数 構成⽐

10歳代 12 4.2%

20歳代 8 2.8%

30歳代 26 9.1%

40歳代 37 12.9%

50歳代 59 20.6%

60歳代 46 16.0%

70歳代 64 22.3%

80歳代以上 30 10.4%

無回答 5 1.7%

項⽬ ⼈数 構成⽐

⼥性 201 70.0%

男性 75 26.1%

その他 4 1.4%

無回答 7 2.5%

　　　　「ほっと越⾕」をより利⽤しやすい施設にするため、２か所にアンケート⽤紙を置き、利⽤者アンケートを実
施。主催講座参加者においても、利⽤者の声を聞く機会を持った。

①居住地
「越⾕市」在住は75.6%を占めている。

②年齢層
利⽤者の⾼年齢層(60歳代以上)の占める割合は、48.8%を

占めるが若年齢層の占める割合が増えつつある。

③性別
⼥性の利⽤は、70%を占め

ている。「その他」「無回答」が
微増しているのは性の多様性
があたりまえになりつつあること
が要因とみられる。

越谷市
75.6%

草加市
4.5%

八潮市
0.0%

三郷市
1.0%

吉川市
0.7%

松伏町
0.7%

春日部市
7.0%

その他

9.5％ 無回答
1.0%

１０歳代
4.2% ２０歳代

2.8%

３０歳代
9.1%

４０歳代
12.9%

５０歳代
20.6%

６０歳代
16.0%

７０歳代
22.3%

８０歳

以上
10.4%

無回答
1.7%

女性
70.0%

男性
26.1%

その他
1.4%

無回答
2.5%
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【「ほっと越⾕」の利⽤】

⼈数 構成⽐

27 9.4%

79 27.5%

99 34.5%

76 26.5%

6 2.1%

⼈数 構成⽐

27 9.4%

17 5.9%

7 2.4%

39 13.6%

29 10.1%

14 4.9%

61 21.3%

45 15.7%

48 16.7%

⼈数 構成⽐

268 93.4%

0 0.0%

6 2.1%

0 0.0%

0 0.0%

5 1.7%

8 2.8%

0 0.0%

無回答

項⽬

週１回以上

⽉1〜２回

年数回

初めて

無回答

項⽬

無回答

セミナールームの利⽤

図書の閲覧

情報の収集

インターネットの検索

交流コーナーの利⽤

その他

講座への参加

広報こしがや

市のHP・Cityメール

知り合いから

その他

項⽬

「ほっと越⾕」HP

「ほっと越⾕」情報誌

施設のパンフレット

講座等のチラシ

④「ほっと越⾕」の利⽤頻度
ここ数年「初めて」が最多だったが、今年度はリピー

ターが多く、ほっカレを開講し、継続的に学ぶ⼈が増えた
ことが考えられる。

⑤「ほっと越⾕」を知ったきっかけ(複数回答)
「知り合いから」が最多ではあるが、昨年度とは逆転

して「ほっと越⾕HP」が「市のHP・cityメール」の約2倍と
なり、「ほっと越⾕情報誌」も増加している。

⑥来所⽬的(複数回答)
講座参加（セミナールーム使⽤含まれる）は、アン

ケート対象であることから、当然⾼い結果となっている。

週１回以上
9.4%

月1～2回
27.5%

年数回
34.5%

初めて
26.5%

無回答
2.1%

ほっと越谷HP
9.4% ほっと越谷情報誌

5.9%

施設のパンフレット
2.4%

講座等のチラシ
13.6%

広報こしがや
10.1%

市のHP・Cityメール
4.9%

知り合いから
21.3%

その他
15.7%

無回答
16.7%

講座への

参加
93.4%

セミナールームの

利用
0.0%

図書の閲覧
2.1%

情報の収集
0.0%

インターネットの検索
0.0%

交流コーナーの利用
1.7%

その他
2.8%

無回答
0.0%
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【施設に対する満⾜度】
　各項⽬「⾮常に満⾜」「満⾜」と⾼評価をいただいている。今後も利⽤しやすい施設をめざして、より⼀層の
サービス向上に努めたい。

⑦職員の対応 項⽬ ⼈数 構成⽐

⾮常に満⾜ 106 36.9%

満⾜ 105 36.6%
普通 41 14.3%
不満 1 0.4%

⾮常に不満 0 0.0%
無回答 34 11.8%

⑧施設の清潔感・⼼地よさ 項⽬ ⼈数 構成⽐
⾮常に満⾜ 112 39.1%

満⾜ 95 33.1%
普通 48 16.7%
不満 0 0.0%

⾮常に不満 0 0.0%
無回答 32 11.1%

⑨展⽰物・チラシ等の情報 項⽬ ⼈数 構成⽐
⾮常に満⾜ 91 31.7%

満⾜ 88 30.7%
普通 69 24.1%
不満 1 0.3%

⾮常に不満 1 0.3%
無回答 37 12.9%

非常に

満足

36.9%

満足

36.6%

普通

14.3%

不満…

非常に不満

0.0%

無回答…

非常に

満足

39.0%

満足

33.1%

普通

16.7%

不満

0.0%

非常に不満

0.0%
無回答…

非常に

満足

31.7%

満足

30.7%

普通

24.0%

不満

0.3%

非常に不満

0.3%

無回答

12.9%
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⑩利⽤⽬的の達成具合 項⽬ ⼈数 構成⽐

⾮常に満⾜ 114 39.7%

満⾜ 99 34.5%

普通 39 13.6%

不満 0 0.0%

⾮常に不満 0 0.0%

無回答 35 12.2%

⑪施設全体の満⾜度 項⽬ ⼈数 構成⽐

⾮常に満⾜ 107 37.3%

満⾜ 106 36.9%

普通 38 13.3%

不満 1 0.3%

⾮常に不満 0 0.0%

無回答 35 12.2%

非常に

満足
39.7%

満足
34.5%

普通
13.6%

不満
0.0%

非常に不満
0.0%

無回答…

非常に

満足
37.3%

満足
36.9%

普通
13.2%

不満
0.3%

非常に不満
0.0%

無回答
12.2%
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1. 実習等の受け⼊れ

2. 研修・教育・訓練

　　Ⅴ　その他



【実施⽇別参加⼈数】
⼥性 男性 参加⼈数

令和5年度 4⽉25⽇ 5 1 6
5⽉9⽇ 5 1 6
5⽉16⽇ 5 1 6
5⽉30⽇ 5 1 6
6⽉6⽇ 5 0 5
6⽉13⽇ 6 0 6

31 4 35

  2)越⾕市障害者地域適応⽀援事業として、1名の受⼊実習を⾏った

令和5年度 11⽉29⽇
12⽉20⽇
1⽉24⽇

2.研修・教育・訓練
  1)消防に関する研修・訓練

実施⽇ 参加⼈数
令和5年度 （甲種）防⽕管理者講習 1

　普通救命講習 1
　パルテきたこし商業棟消防訓練 1
　普通救命講習 1
　普通救命講習 1
　パルテきたこし商業棟消防訓練 1

6

1.実習等の受け⼊れ

内容

実習内容
・実習内容の協議、情報ライブラリーコーナー整理
・所蔵本の棚卸
・所蔵本の棚卸

実施⽇

計6回

12⽉17⽇

  1)獨協医科⼤学付属看護専⾨学校三郷校の実習を受け⼊れている。実習では「ほっと越⾕」の設置⽬
的や男⼥共同参画ミニ講座および施設⾒学を⾏った。

計７回

⽇程

3⽉10⽇
2⽉21⽇
1⽉24⽇

6⽉19⽇、20⽇
11⽉25⽇
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  2)まんまるよやく研修
　　　未経験者対象として1名が受講した。

実施⽇ ⼥性 男性 参加⼈数
5⽉10⽇ 1 0 1

6⽉23⽇ まんまるよやくに係る情報セキュリティ研修会 1 0 1

  3)「ほっと越⾕」職員⾃主及び必須教育研修
実施⽇ 参加⼈数

4⽉28⽇ 1

8⽉19⽇ 1

11⽉5⽇ 1
11⽉18⽇ 2
11⽉19⽇ 2
12⽉10⽇ 1
12⽉11⽇ 2

3⽉11⽇ 9

3⽉22⽇ 1
34

3⽉16⽇ 令和5年度⼥性リーダー育成講座成果報告会
(埼⽟県男⼥共同参画推進センター) 1

第1回市町村男⼥共同参画担当職員研修会(埼⽟県男⼥共同参画推進センター)

10⽉1⽇ 2023親⼦交流フェスみんなつながれ笑顔inきたもと視察研修
(北本まちづくり共同事業体) 1

1

1

1

9

エフエムこしがや設⽴と防災活動(⽇本技術⼠会埼⽟県⽀部東部地域⼩委員会)

全国⼥性会館協議会第67回全国⼤会　※2⽇⽬は⾸都圏男⼥センター訪問・交
流ツアー(特定⾮営利活動法⼈全国⼥性会館協議会)

坂⽥夏フェス2023視察研修(ミナツド運営協議会)

計37回

内容

5⽉16⽇〜
6⽉12⽇

令和5年度 地域における男⼥共同参画推進リーダー研修(独⽴⾏政法⼈国⽴⼥
性教育会館)※ウェビナー4回＋オンデマンド4回によるプログラム

多様性への招待 〜ジェンダー・セクシュアリティの視点から〜（講師:⼩川奈津⼰）

まんまるよやく操作研修会

タイトル(主催)

あだちNPOフェスティバル2023視察研修(⾜⽴区NPO活動⽀援センター)

2⽉14⽇

6⽉20⽇〜
7⽉2⽇

7⽉15⽇〜
3⽉16⽇

令和5年度⼥性リーダー育成講座(埼⽟県男⼥共同参画推進センター)
※全9回＋課外2回によるプログラム

越⾕市障害者地域適応⽀援事業報告会

第22回七⼣フェスタ登録団体主催講座(各登録団体) ※7講座に参加

「災害時における男⼥共同参画センターの相互⽀援ネットワーク」オンライン研修・動
作確認訓練（全国⼥性会館協議会）
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令和5年度(2023年度)事業報告書

令和6年3⽉

越⾕市男⼥共同参画⽀援センター「ほっと越⾕」
(指定管理者　街活性室株式会社　)

〒343-0025  埼⽟県越⾕市⼤沢3-6-1　パルテきたこし3階
TEL 048-970-7411　　FAX 048－970－7412
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